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          ONCは⻑年に亘り染料ビジネスを通し
    　　⾊の持つ⼒と豊かさを受け継いでまいりました。　　　　　　　　

オー・ジー⻑瀬カラ 　ーケミカル株式会社

＊連絡先(国内)

                       　　　　　オー・ジー⻑瀬カラーケミカル株式会社

                　　　　本社　〒550-8668 　⼤阪市⻄区新町1-1-17

                       　　　　　https://www.ognagase.co.jp/
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  グローバル営業部                06-6535-2221 　　　　　　　　　　　　
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＊連絡先(海外グループ会社)

　　　　中国　　　⻑瀬欧積有⾊化学(上海) 有限公司　(86)-21-5426-1812

これからも環境に適応した
　　カラーとケミカルで⼈々の暮らしに

彩りと快適をお届けします。
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T O P I C S

国連気候変動枠組条約第30回締約国会議（COP30）が
ブラジル･ベレンにて開催されました

国連気候変動枠組条約第30回締約国会議結果概要：https://www.env.go.jp/content/000356042.pdfより抜粋
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年頭所感
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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
八

年
の
年
頭
に
当
た
り
、新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
景
気
の
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
中
で
、

2
0
2
5
年
の
春
季
労
使
交
渉
で
33
年
ぶ
り
の
賃
上

げ
率
と
な
っ
た
前
年
を
更
に
上
回
る
な
ど
の
動
き
が
み

ら
れ
る
一
方
、
食
料
品
な
ど
身
近
な
物
の
価
格
高
騰
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
長
期
化
す
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
、
停
戦
後
も
な
お
犠
牲
者
の
報
告
が
続
く

中
東
情
勢
な
ど
、
世
界
情
勢
は
先
行
き
不
透
明
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
止

ま
り
、
円
安
の
進
行
、
米
中
の
競
争
激
化
、
人
権
問
題
、

脱
炭
素
化
の
加
速
な
ど
、
国
際
政
治
経
済
情
勢
や
地
球

環
境
問
題
等
、
世
界
は
多
く
の
難
し
い
課
題
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。

　

我
々
、
染
色
業
界
と
し
て
は
、
皆
様
方
と
共
に
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
、
着
実
に
前
進
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

染
色
業
界
を
巡
る
状
況

　
染
色
整
理
加
工
業
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
国
内
メ
ー
カ
ー

の
海
外
移
転
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
追
い
上
げ
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
変
化
を
背
景
に
、
長
期
間
に
亘
り
下
降
・
停

滞
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
織
物
・
ニ
ッ
ト
生
地
の
染
色
整
理
加
工
状
況

を
金
額
ベ
ー
ス
で
見
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
20
年
は
対
前
年
比
81
・
2
％
と
大
き
く
落
ち
込
み
、

21
～
23
年
は
対
前
年
比
で
104
〜
105
%
で
推
移
し
た
も
の

の
、
24
年
に
99
・
0
％
と
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
、
25
年
の

1
〜
10
月
で
は
辛
う
じ
て
101
・
5
％
と
プ
ラ
ス
に
な
り

ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
ま
で
回
復

す
る
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
染
料
、

薬
品
、
樹
脂
な
ど
の
原
材
料
価
格
の
値
上
が
り
分
の
コ

ス
ト
は
、
労
務
費
も
含
め
て
加
工
料
金
へ
の
価
格
転
嫁
が

十
分
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
繊
維
産
業
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
適
正
な
価
格
転
嫁
に
継
続

し
て
取
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

　

更
に
、
従
業
員
の
高
齢
化
に
加
え
人
材
確
保
難
、
環

境
対
策
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
重
な
り
、
極
め
て
厳
し

い
事
業
運
営
を
強
い
ら
れ
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
時
代
へ
の
適
応

　

昨
年
10
月
に
日
本
史
上
初
の
女
性
首
相
で
あ
る
高
市

内
閣
が
発
足
し
、
政
府
は
昨
年
11
月
に「
強
い
経
済
」を

実
現
す
る
総
合
経
済
対
策
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
は「
生
活
の
安
全
保
障
・
物
価
高
へ
の
対
応
」、「
危
機

管
理
投
資
・
成
長
投
資
に
よ
る
強
い
経
済
の
実
現
」、「
防

衛
力
と
外
交
力
の
強
化
」と
３
つ
の
柱
を
掲
げ
、
経
済
成

長
の
果
実
を
広
く
国
民
に
行
き
渡
ら
せ
、
誰
も
が
豊
か

さ
を
実
感
し
、
未
来
へ
の
不
安
が
希
望
に
変
わ
り
、
安

心
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
第
１
の
柱
で
は
、
賃
上
げ
環
境
の
整
備
と
し
て
、

価
格
転
嫁
対
策
の
徹
底
や
中
小
企
業
の
稼
ぐ
力
の
強
化
、

省
力
化
投
資
支
援
等
に
加
え
、「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」

の
拡
充
を
通
じ
て
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
賃

上
げ
や
設
備
投
資
に
踏
み
出
せ
る
環
境
を
整
備
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
下
請
法
が
改
正
さ
れ
新
た
に
取
適
法（
製
造
委
託

等
に
係
る
中
小
受
託
事
業
者
に
対
す
る
代
金
の
支
払
の

遅
延
等
の
防
止
に
関
す
る
法
律
）と
な
り
今
年
１
月
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
労
務
費
や
原
材
料
費
な
ど
の

コ
ス
ト
が
急
激
に
上
昇
し
て
い
る
中
、
中
小
企
業
を
始

め
と
す
る
事
業
者
が
賃
上
げ
の
原
資
を
確
保
し
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
適
切
な
価
格
転
嫁
を
定
着
さ
せ
、

取
引
の
適
正
化
と
価
格
転
嫁
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
確
保
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中

で
、
特
定
技
能
制
度
へ
の
繊
維
分
野
の
追
加
は
大
変

有
効
な
手
段
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
３
月
に
経
済
産
業

省
が
、
日
本
の
繊
維
業
の
人
権
に
関
す
る
取
組
の
向

上
、
ひ
い
て
は
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
べ
く
、
繊

維
業
の
実
態
を
踏
ま
え「
監
査
要
求
事
項
・
評
価
基
準
」

と
し
て「JA

STI

（Japanese A
udit Standard for 

Textile Industry

）」を
策
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
繊

一般社団法人 日本染色協会
会長　後藤 勝則
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維
産
業
連
盟
はJA

STI

監
査
制
度
の
適
正
な
運
営
を
目

的
に「JA

STI

統
括
事
務
局
」を
設
置
し
、
昨
年
４
月
か

ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
育
成
就
労
制
度

の
検
討
も
進
ん
で
お
り
、
当
業
界
も
こ
れ
ら
の
制
度
を

適
切
に
活
用
し
、
人
手
不
足
等
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

我
々
も
、
時
代
の
転
換
点
、
難
局
に
直
面
し
、
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
対
応
や
一
層
の
適
正
取
引
の
推
進
、
コ
ス

ト
負
担
の
適
正
化
、
加
工
料
金
や
取
引
条
件
の
改
善
等
、

ま
た
同
時
に
、
コ
ス
ト
削
減
、
高
品
質
・
高
付
加
価
値

製
品
開
発
、
人
材
確
保
育
成
、
非
衣
料
分
野
開
拓
、
企

業
間
連
携
、
内
外
の
市
場
開
拓
、
I
o
T
等
の
活
用
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
な
ど
、
時
代
の
変
化
と

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
不
断
の
挑
戦
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

環
境
･
安
全
問
題
へ
の
対
応

　
我
々
は
予
て
よ
り
環
境
・
安
全
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
法
令
基
準
を
遵
守
す
る
た
め
に
、
染
色
廃
水
を

適
切
に
処
理
し
産
業
排
水
と
し
て
排
出
し
て
お
り
ま
す
。

国
内
で
は
法
令
の
見
直
し
も
適
宜
行
わ
れ
て
お
り
、
最
新

の
情
報
を
共
有
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
は
現
状
に
満
足

す
る
こ
と
無
く
、
新
た
な
技
術
の
導
入
も
踏
ま
え
た
、
よ

り
環
境
負
荷
の
少
な
い
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
環
境
・
安
全
に

配
慮
し
た
も
の
作
り
の
推
進
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

環
境
の
取
り
組
み
と
し
て
、
法
令
遵
守
の
み
な
ら
ず

第
三
者
に
よ
る
環
境
認
証
の
取
得
並
び
に
資
源
循
環
社

会
へ
の
参
画
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
さ
ら
な
る
強
化
･

発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も
重
要
な
課
題
と
位
置
付

け
て
お
り
ま
す
。
C
O
2
排
出
量
の
削
減
の
取
組
で
は
、

達
成
可
能
な
目
標
と
し
て
2
0
3
0
年
度
ま
で
に
46
％

の
削
減
を
掲
げ
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計
画
」

に
参
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
や
J
-ク
レ
ジ
ッ
ト
に
頼
ら
ず
、
自
助
努
力
で
達
成
で

き
る
目
標
と
し
て
設
定
致
し
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度

の
C
O
2
排
出
量
は
70
万
t
と
な
り
、
２
０
１
３
年
度
の

１
１
７
万
ｔ
か
ら
40
％
削
減
致
し
ま
し
た
。
２
０
３
０

年
度
ま
で
に
は
、
生
産
数
量
の
回
復
に
よ
る
増
加
要
因

を
考
慮
し
つ
つ
、
削
減
努
力
に
よ
る
削
減
要
因
を
勘
案

し
、
毎
年
１
％
の
上
乗
せ
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
２
０
３
０
年
度
の
削
減
は
46
％
ま
で

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

繊
維
製
品
の
資
源
循
環
も
重
要
な
取
組
で
あ
り
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、

繊
維
製
品
或
い
は
繊
維
廃
材
の
再
利
用
・
有
効
利
用
が

広
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
当
協
会
も
染
色
整
理
の

加
工
技
術
を
活
用
し
未
利
用
或
い
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る

資
源
の
有
効
活
用
、
再
生
P
E
T
・
バ
イ
オ
P
E
T
等

を
用
い
た
布
帛
へ
の
差
別
化
加
工
、
工
場
で
発
生
す
る

繊
維
廃
材
の
有
効
利
用
等
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
そ
れ

と
共
に
、
環
境
配
慮
設
計
に
関
す
る
標
準
化
や
繊
維
製

品
の
易
資
源
循
環
の
た
め
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
情
報

等
の
資
源
循
環
に
向
け
た
取
組
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
に
貢
献
致
し
ま
す
。

　

今
後
の
技
術
開
発
に
お
い
て
、
産
学
官
の
連
携
は
非

常
に
重
要
な
取
組
と
捉
え
て
お
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

節
水
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
環
境
対
応
等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
技
術
開
発
に
力
を
入
れ
て
ゆ
く
所

存
で
す
。
同
時
に
企
業
間
連
携
も
重
要
と
位
置
付
け
、

技
術
・
環
境
対
策
委
員
会
を
中
心
に
、
会
員
企
業
で
協

力
し
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
と
共
に
、
そ
の
先
の
新

し
い
染
色
整
理
加
工
を
目
指
し
、
新
し
い
技
術
の
確
立

に
尽
力
致
し
ま
す
。
持
続
的
な
技
術
開
発
に
は
新
入
社

員
教
育
に
始
ま
る
人
材
育
成
も
重
要
な
課
題
と
考
え
て

お
り
、
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

環
境
・
安
全
問
題
の
対
応
は
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」や

「
S
D
Gs
」へ
の
対
応
に
繋
が
り
ま
す
。
当
協
会
は
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
た
川
上
・
川
下
と
の
連
携
を

と
り
つ
つ
、
さ
ら
に
国
や
関
係
諸
団
体
と
の
情
報
交
換

も
密
に
し
て
、
今
後
と
も
繊
維
製
品
の
環
境
･
安
全
課

題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

最
後
に

　

染
色
整
理
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
繊
維
産
業
は
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
染
色
整
理
業
は
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
最
も
付
加
価
値
を
創
造
す
る

キ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
で
す
。
従
来
か
ら
培
っ
て
き
た

当
業
界
の
伝
統
と
技
術
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
高
品
質
・

高
感
性
・
高
機
能
の
製
品
を
提
供
す
る
実
力
を
十
分
に

備
え
て
お
り
、
今
ま
で
も
幾
多
の
危
機
を
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。
当
協
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
も

政
府
関
係
機
関
等
へ
の
意
見
・
要
望
、
委
員
会
活
動
や

広
報
・
普
及
事
業
、
情
報
発
信
等
を
中
心
に
事
業
を
遂

行
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
方
の
日
頃
の
ご
努
力
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
染
色
整
理
業
に
と
っ
て
、
よ
り
良
き
年
と
な

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

�

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
で
は
、
米
国
の
関
税
措
置
や
、
米
中
欧
を
は
じ

め
各
国
に
よ
る
自
国
優
先
の
大
規
模
な
産
業
政
策
の
展

開
な
ど
、
自
由
主
義
経
済
に
代
わ
る
新
た
な
国
際
秩
序

が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国
内
に
目
を
向
け
る

と
、
昨
年
は
、
賃
上
げ
や
国
内
投
資
が
約
30
年
ぶ
り
の

高
水
準
と
な
り
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
初
め
て
6
0
0
兆
円

の
大
台
を
超
え
る
な
ど
、
日
本
経
済
に
明
る
い
兆
し
が

現
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
繊
維
産
業
に
お
い
て
も
、
輸

出
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
昨
年
を
上
回
る
賃
上
げ

率
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
我
が
国
か
ら
世
界
初
と
な

る
技
術
開
発
へ
の
試
み
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な

変
化
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
大
阪
・
関
西
万
博
」は
、
大
変
な
盛
況
を
博

し
ま
し
た
。
中
で
も
、
パ
ビ
リ
オ
ン
展
示
や
ス
タ
ッ
フ

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
等
に
つ
い
て
、
繊
維
業
界
か
ら
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
我
が
国
が
誇
る
繊
維
企
業
の

優
れ
た
技
術
を
活
か
し
た
様
々
な
製
品
が
世
界
に
向
け

て
発
信
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
機
会
を
契
機
と
し
て
、
注
目
を
集
め
た
我
が
国
の
繊

維
企
業
や
製
品
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
含
む
外
需
を

よ
り
獲
得
し
て
い
く
べ
く
、
事
業
環
境
の
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
繊
維
産
業
は
、
衣
食
住（
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）を
担
う

根
幹
の
産
業
で
す
。
我
が
国
の
繊
維
産
業
は
、
こ
れ
ま

で
厳
し
い
国
際
競
争
で
培
わ
れ
て
き
た
卓
越
し
た
技
術

力
、
繊
細
な
表
現
力
に
よ
り
、
私
達
の
日
々
の
暮
ら
し

の
質
を
よ
り
良
く
し
、
生
活
文
化
の
発
展
に
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
産
業
で
す
。
繊
維
産
業
の
宝
で
あ
る
職
人

の
洗
練
さ
れ
た
技
術
、
芸
術
性
、
創
造
性
は
、
世
界
か

ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
革
新
的
な
製
品
を
生
み
出
す
力

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
業
界
に
と
っ
て
、
新
た

な
挑
戦
の
年
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
繊

維
産
業
が
創
造
す
る
素
晴
ら
し
い
価
値
を
更
に
高
め
、

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
輸
出
拡
大
も

含
め
た
成
長
戦
略
、
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
の
重
要

性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。業
界
が
一
丸
と
な
っ

て
解
決
す
べ
き
課
題
に
果
敢
に
立
ち
向
か
え
る
よ
う
に
、

経
済
産
業
省
と
し
て
も
、
今
後
、
５
つ
の
繊
維
産
業
政

策
を
産
学
官
の
力
を
結
集
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
一
に
、
価
格
転
嫁
・
取
引
適
正
化
の

徹
底
に
向
け
た
更
な
る
後
押
し
で
す
。

　

我
が
国
の
繊
維
産
業
の
持
続
的
な
成
長
や
労
働
環
境

整
備
の
た
め
に
は
、
適
正
な
取
引
、
適
正
な
利
潤
の
確

保
は
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

原
材
料
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
製
造
コ
ス
ト
は
上
昇
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
価
格
転
嫁
が
十
分
に
進
ん
で

い
な
い
繊
維
企
業
が
存
在
し
、一
部
で
は
歩
引
き
が
残
っ

て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
適
正
な
取
引
、
適
正
な
利

潤
の
確
保
が
で
き
れ
ば
、
更
な
る
賃
上
げ
の
原
資
と
な

り
、
人
手
確
保
の
切
り
札
に
も
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た

中
、
昨
年
度
の
通
常
国
会
で
改
正
し
た「
中
小
受
託
取
引

適
正
化
法（
取
適
法
）」・「
受
託
中
小
企
業
振
興
法（
振
興

法
）」が
本
年
１
月
1
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

改
正
に
よ
り
、
適
用
対
象
と
な
る
取
引
や
事
業
者
の
範

囲
が
拡
大
さ
れ
、
中
小
受
託
取
引
の
公
正
化
と
受
託
側

の
中
小
企
業
の
利
益
保
護
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
改
訂
が
予
定
さ
れ
る「
繊
維
産
業
の
適
正
取

引
の
推
進
と
生
産
性
・
付
加
価
値
向
上
に
向
け
た
自
主

行
動
計
画
」、「
繊
維
業
界
に
お
け
る
適
正
取
引
に
向
け

た
自
主
行
動
計
画
の
徹
底
プ
ラ
ン
」、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
」等
の
実
施
徹
底
に
つ
い
て
業
界
と
連
携
し

て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
に
、
繊
維
産
地
に
お
け
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
化
で
す
。

　

国
内
繊
維
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
、
従
業
員

の
高
齢
化
・
人
手
不
足
、
取
引
先
等
の
生
産
拠
点
が
海

外
移
転
す
る
こ
と
の
影
響
等
に
よ
り
、
毀
損
リ
ス
ク
が

顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
経

済
産
業
省
で
は
、
令
和
６
年
10
月
よ
り「
繊
維
産
地
に
お

け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靱
化
に
向
け
た
対
応
検
討

会
」を
設
置
し
、
事
業
継
続
や
価
値
向
上
、
多
様
な
主
体

の
連
携
を
図
る
べ
く
議
論
を
進
め
、
令
和
７
年
11
月
に

報
告
書
を
公
表
し
ま
し
た
。
報
告
書
で
は
、
産
地
が
抱

え
る
課
題
と
目
指
す
べ
き
発
展
の
方
向
性
を
整
理
す
る

と
と
も
に
、
国
、
産
地
企
業
、
組
合
、
自
治
体
、
金
融

機
関
等
の
役
割
も
明
確
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年

見
受
け
ら
れ
る
新
し
い
取
組
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
等
を
通
じ
た
関
係
人
口
の
創
出
、
国
際
認
証

の
取
得
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

強
化
に
向
け
た
共
同
投
資
な
ど
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
各
主
体
に
よ
る
連
携
し
た
取
組
を

後
押
し
し
、
国
内
の
繊
維
産
業
に
お
け
る
持
続
可
能
な

経済産業省製造産業局
生活製品課 課長　渡邉 宏和
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サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
三
に
、
外
需
の
獲
得
で
す
。

　

持
続
可
能
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
実
現
の
た
め
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
含
む
外
需
を
獲
得
し
て
い
く
こ

と
は
、
我
が
国
の
繊
維
産
業
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な

要
素
で
す
。
一
方
、
現
状
で
は
一
部
の
事
業
者
が
個
別

の
手
法
で
海
外
に
輸
出
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
令
和
７
年
10
月
に「
繊
維
産
地
か
ら
目
指
す

次
世
代
繊
維
企
業
の
外
需
獲
得
に
向
け
た
研
究
会
」を
立

ち
上
げ
、
日
本
の
繊
維
産
業
の
国
際
競
争
力
、
各
産
地

や
工
程
ご
と
の
強
み
と
な
り
得
る
分
野
に
つ
い
て
、
海

外
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
や
産
地
の
中
核
企
業
、

商
社
等
と
共
に
議
論
を
し
て
お
り
ま
す
。
繊
維
産
業
の

皆
様
と
も
議
論
を
し
、
繊
維
産
地
が
取
り
組
む
べ
き
方

向
性
や
政
府
等
の
役
割
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
、
国
内

の
繊
維
産
業
に
お
け
る
外
需
の
獲
得
を
後
押
し
で
き
る

よ
う
、
検
討
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

第
四
に
、
繊
維
産
業
に
お
け
る

人
材
不
足
の
解
消
で
す
。

　
繊
維
産
業
に
お
い
て
は
、
令
和
６
年
９
月
よ
り
追
加
要

件
を
課
し
た
上
で
、
一
定
の
専
門
性
・
技
能
を
有
し
即
戦

力
と
な
る
特
定
技
能
１
号
外
国
人
の
受
入
れ
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
経
済
産
業
省
で
は
、
繊
維
産
業
に
課

さ
れ
た
特
定
技
能
制
度
に
お
け
る
追
加
要
件
の
う
ち「
国

際
的
な
人
権
基
準
に
適
合
し
て
事
業
を
行
う
こ
と
」へ
の

対
応
と
し
て
、
令
和
７
年
３
月
に
、
日
本
の
繊
維
産
業
の

監
査
要
求
事
項・評
価
基
準
で
あ
る「JA

STI

（Japanese 
Audit Standard for Textile Industry

）」を
策
定
し
、

同
年
4
月
か
ら
第
三
者
監
査
制
度
と
し
て
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。
特
定
技
能
１
号
外
国
人
の
受
入
れ
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
熟
練
し
た
技
能
を
要
す
る
業

務
に
従
事
す
る
外
国
人
材
の
今
後
の
受
入
れ
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
9
年

度
か
ら
技
能
実
習
制
度
に
代
わ
っ
て
人
手
不
足
分
野
に

お
け
る
人
材
の
育
成
・
確
保
を
目
的
と
す
る
育
成
就
労

制
度
に
お
い
て
も
、
特
定
技
能
制
度
で
課
さ
れ
て
い
る

追
加
要
件
が
課
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
育
成

就
労
制
度
へ
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
業
界
の
皆
様

と
連
携
し
つ
つ
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

人
手
不
足
に
悩
む
中
小
企
業
等
の
売
上
拡
大
や
生
産
性

向
上
を
後
押
し
す
る
た
め
、
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補

助
金
や
も
の
づ
く
り
補
助
金
に
よ
る
生
産
設
備
の
自
動

化
等
の
支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組

を
通
じ
て
、
繊
維
産
業
に
お
け
る
人
材
不
足
の
解
消
と

持
続
可
能
な
成
長
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

対
応
で
す
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
取
組
は
企
業
の
競
争
力
強
化

の
観
点
か
ら
も
重
要
な
課
題
で
す
。
す
で
に
欧
州
等
の

一
部
の
ア
パ
レ
ル
企
業
に
お
い
て
は
、
自
社
の
人
権
や

環
境
に
配
慮
し
た
取
組
を
証
明
す
る
た
め
、
第
三
者
の

認
証
機
関
が
担
保
す
る
国
際
認
証
の
取
得
が
進
ん
で
お

り
、
今
後
、
国
際
社
会
に
お
い
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

確
保
に
向
け
た
法
整
備
や
対
応
等
が
進
展
す
る
中
、
我

が
国
の
繊
維
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
産
業
競
争
力
を
維

持
・
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
企
業
に
よ
る
環
境
配

慮
や
人
権
尊
重
に
向
け
た
取
組
が
不
可
欠
で
す
。
経
済

産
業
省
で
は
、
2
0
2
4
年
に
策
定
さ
れ
た「
繊
維
製
品

に
お
け
る
資
源
循
環
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
基
づ
き
、
官
民

の
連
携
を
通
じ
て
様
々
な
取
組
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
衣
料
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
国
内

繊
維
メ
ー
カ
ー
を
中
心
と
し
た
連
携
に
よ
る
複
合
品
の

分
離
・
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
研
究
開
発
・
実
証
事
業
が
、

「
バ
イ
オ
も
の
づ
く
り
革
命
推
進
事
業
」に
採
択
さ
れ
、

昨
年
10
月
に
は
繊
維
の
資
源
循
環
の
実
現
に
向
け
た
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
配

慮
設
計
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
策
定
し
た「
繊
維

製
品
の
環
境
配
慮
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
普
及
及
び

J
I
S
、
I
S
O
化
に
向
け
た
取
組
等
に
よ
る
供
給
面

の
整
備
や
、
公
共
調
達
に
よ
る
需
要
創
出
を
図
る
観
点

か
ら
の
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
基
準
の
見
直
し
の
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
情
報
開
示
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
策
定
し
た「
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
産

業
に
お
け
る
環
境
配
慮
情
報
開
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
普

及
を
引
き
続
き
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、
欧
州

で
検
討
が
進
む
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
パ
ス
ポ
ー
ト
制

度
も
参
考
に
し
つ
つ
、
環
境
配
慮
設
計
や
情
報
開
示
等

を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
情
報
流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
の
干
支
は「
午
」と
な
り
ま
す
。
力
強
く
駆
け

抜
け
る
馬
の
よ
う
に
、
我
が
国
の
繊
維
産
業
も
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
変
革
を
進
め
、
世
界
に
向
け
て
新
た
な

価
値
を
届
け
て
い
け
る
よ
う
、
経
済
産
業
省
と
し
て

も
、
繊
維
産
業
の
皆
様
と
密
に
意
見
交
換
を
図
り
な
が

ら
、
様
々
な
施
策
を
総
動
員
し
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て

前
向
き
か
つ
意
欲
的
に
取
り
組
む
事
業
者
の
皆
様
方
を

応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
御
理
解
・

御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
日
本
染
色
協
会
様
を
始
め
、
我
が
国
の
繊
維

産
業
が
大
き
な
変
革
の
時
代
を
乗
り
越
え
、
飛
躍
す
る

一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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業 界 V I E W

衣類のマテリアルフローが
報告されました

日本染色協会
　
令
和
７
年
７
月
に
環
境
省
の
令
和
６
年
度
循
環
型
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
推

進
方
策
に
関
す
る
調
査
業
務
と
し
て「
２
０
２
４
年
度
版 

衣
類
の
マ
テ
リ

ア
ル
フ
ロ
ー
」が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
２
０
２
０
年
か
ら
始

ま
り
、
２
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
初
年
度
で
報
告
さ
れ
た
、

過
剰
生
産
･
大
量
廃
棄
の
状
況
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

繊
維
製
品
の
製
造
状
況
も
海
外
製
造
依
存
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
見
て
取

れ
ま
す
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
過
剰
生
産
･
大
量

廃
棄
か
ら
適
量
生
産
･
資
源
循
環
へ
の
早
期
の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
と
海
外

依
存
か
ら
の
脱
却
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

https://www.env.go.jp/content/000312877.pdfより抜粋� 出所：三菱リサーチ＆コンサルティング株式会社作成

3 Mitsubishi UFJ Research and Consulting 

2024年版 衣類のマテリアルフロー（詳細版）
衣類の国内新規供給量は計82.2万トン。
 その約７割に相当する計55.8万トンが、事業所及び家庭から手放され、未利用のまま処理されていると推計された。

82.2万トン

55.8万トン

（注）本フローは、2024年時点で把握可能な最新データを用いて作成
されており、「2024年に作成されたフロー」という位置づけである。必ずしも、
2024年時点の実情が反映されたものでない点に注意が必要である。
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衣類のマテリアルフロー サマリー
• 衣類の国内新規供給量は計 万トン（ 年）に対し、
その約９割に相当する計 万トンが事業所及び家庭から使用後に手放されると推計。

• このうち、廃棄される量は計 万トン、手放される衣類の ％
リサイクルされる量は計 万トン 、手放される衣類の ％
リユースされる量は計 万トン 、手放される衣類の ％

出所：株式会社日本総合研究所作成

廃棄
万トン

家庭から
手放した衣類

万トン

国内

海外

国内新規供給量
万トン

万トン

万トン

万トン

万トン

万トン

在庫
万トン

リユース
万トン

リサイクル
万トン

事業所から
手放した衣類

万トン

リユース
万トン

リサイクル
万トン

万トン

万トン

中古購入
・その他

年版 衣類のマテリアルフロー

© 2023 Yano Research Institute Ltd3

衣類のマテリアルフロー サマリー

2022年版 衣服のマテリアルフロー

• 衣類の国内新規供給量は計79.8万トン（2022年）に対し、
その約９割に相当する計73.1万トン（69.6万トン+3.5万トン）が事業所及び家庭から使用後に手放
されると推計。

• このうち、廃棄される量は計47.0万トン、手放される衣類の64.3％
リサイクルされる量は計12.7万トン 、手放される衣類の17.4％
リユースされる量は計13.3万トン 、手放される衣類の18.1％

廃棄
48.5万トン

家庭から
手放した衣類
69.6万トン

国内

海外

国内新規供給量
79.8万トン

1.6万トン

78.2万トン

1.2万トン

45.8万トン

1.5万トン

在庫
9.0万トン

リユース
0.3万トン

リサイクル
1.9万トン

事業所から
手放した衣類
3.5万トン

リユース
13.0万トン

リサイクル
10.8万トン

65.8万トン

3.5万トン

中古購入
・その他

66%

19%

15%

55%
9%

35%

株式会社矢野経済研究所作成

2022年版

2020年版

https://www.env.go.jp/policy/pdf/st_fashion_and_environment_r2gaiyo.pdfより抜粋� 出所：株式会社日本総合研究所作成

https://www.env.go.jp/policy/sustainable_fashion/goodpractice/case26.pdfより抜粋� 出所：株式会社日本総合研究所作成
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（注） 2015（平成27）年に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除された品目があります。

項　目
織    　　　  物 ニット生地 織物・ニット生地合計

従業者数
数　量　（百万㎡） 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額

長繊維 短繊維 計 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （人） 前年比
2015年 768 653 1,421 （99.9） 1,268 100.1 403 97.8 465 97.8 1,824 （99.4） 1,733 99.5 10,162 99.0 
2016年 767 648 1,416 99.6 1,251 98.6 401 99.7 460 98.8 1,817 99.6 1,710 98.7 10,321 101.6 
2017年 778 643 1,421 100.4 1,242 99.3 400 99.8 448 97.5 1,821 100.2 1,690 98.8 10,076 97.6 
2018年 774 628 1,402 98.7 1,233 99.3 411 102.6 455 101.5 1,813 99.6 1,688 99.9 10,196 101.2 
2019年 756 605 1,361 97.0 1,217 98.7 402 97.7 442 97.0 1,763 97.2 1,659 98.3 9,985 97.9 
2020年 601 567 1,167 85.8 977 80.2 347 86.5 370 83.7 1,514 85.9 1,346 81.2 9,703 97.2 
2021年 619 557 1,176 100.8 1,019 104.3 379 109.1 397 107.5 1,555 102.7 1,416 105.2 9,513 98.0 
2022年 606 558 1,165 99.0 1,081 106.1 388 102.4 418 105.3 1,552 99.9 1,500 105.9 9,103 95.7 
2023年 610 548 1,159 99.5 1,117 103.3 389 100.4 443 105.9 1,548 99.7 1,560 104.0 8,754 96.2 
2024年 593 516 1,109 95.7 1,124 100.7 353 90.7 420 94.8 1,462 94.4 1,544 99.0 8,694 99.3 

2024年1-3月 145 122 267 93.5 270 99.5 87 88.9 102 95.9 354 92.3 372 98.5 8,744 98.3 
2025年1-3月 144 124 267 100.0 279 103.4 84 97.1 100 97.5 351 99.3 379 101.8 8,615 98.5 
2024年4-6月 153 131 284 96.3 285 101.1 88 90.5 106 95.0 372 94.9 391 99.4 8,804 98.8 
2025年4-6月 151 128 279 98.3 286 100.6 85 96.1 106 99.8 364 97.8 393 100.4 8,663 98.4 
2024年7-9月 141 129 270 94.4 272 98.3 86 91.0 102 93.7 356 93.6 374 97.0 8,712 98.5 
2025年7-9月 143 117 260 96.3 281 103.3 83 96.1 103 101.7 343 96.3 385 102.8 8,605 98.8 
2024年10月 53 49 102 103.4 103 107.6 32 92.8 38 96.0 133 100.7 141 104.2 8,713 98.6 
2025年10月 53 45 98 96.1 103 100.2 30 94.0 38 99.9 127 95.6 141 100.1 8,611 98.8 
2024年1-10月 493 430 923 95.6 930 100.5 292 90.4 348 95.0 1,216 94.3 1,278 98.9 - -
2025年1-10月 490 415 905 98.0 950 102.1 281 96.2 347 99.7 1,186 97.5 1,297 101.5 - -

（従業者数は3月・6月・9月・10月末）

（注）�2024（令和６）年以前の数値は、経済産業省 生産動態統計年報 繊維・生活用品統計編による確定値、2025（令和７）年の数値は、
生産動態統計月報の累計です。

	 2015（平成27）年１月に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除、統合された品目があります。
	 2015（平成27）年	 削除：織物の「麻織物」、毛布の「毛布」及び「加工金額」
		�  加工数量の前年比の（　）内の数値は、2015（平成27）年改正に対応するため、2014（平成26）年の数値

から削除された「麻織物」を差し引いた数値と比較して算出した比率です。
	 四捨五入により下一桁に誤差の生じる場合があります。
	 比率は数量千㎡、金額千円単位での計算値。
※�2024（令和６）年経済産業省 生産動態統計年報が公表されましたので、2024（令和６）年の数値を、月報の数値より年報による確定値に変更いた
しました。（2025.6.30）

前年比：%

染色整理加工実績推移 （数量・金額・従業者数）

長・短織物及びニット生地加工数量 織物及びニット生地加工金額
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ニッセンケンだより 持続可能な
産業の実現へ

【バイオフィルムと、洗っても残る“におい・くすみ”】
　加工は同じでも、使い続けたときの“におい残り”や“くす
み”の差は判断しづらい――。これは、染色・仕上げ加工や
薬剤開発の現場でしばしば聞こえてくる課題です。
　そこで注目されるのが、微生物が繊維内部に作り出す保
護膜「バイオフィルム」です。タオルなどの繊維製品を繰り
返し使用すると、洗濯を重ねても落ちにくい“におい”や“く
すみ”が生じることがありますが、その要因のひとつとして、
菌やその代謝物が作る保護膜「バイオフィルム」が繊維内に
留まり、時間とともに増殖することが報告されています。
　ニッセンケンでは、この「バイオフィルム」を発生させる代表的な菌種Brevundimonas diminuta（ブレブ
ンディモナス ディミヌタ）を新たな評価菌として導入し、受託を開始しました。これにより、従来菌種（黄色
ぶどう球菌・モラクセラ菌など）では捉えきれなかった、バイオフィルム形成に関わる菌への抗菌性能評価
が可能になりました。加工薬剤の性能確認や、仕上げ工程の比較、既存技術の付加価値訴求など、繊維加工
に関わる様々な場面でご活用いただけます。

【試験概要】
項　目 内　容

対象菌種 Brevundimonas diminuta（ブレブンディモナス ディミヌタ）
適用範囲 繊維製品全般（タオル、靴下、衣類など）

必要試料量 ５g以上
試験方法 JIS L 1902：2015 繊維製品の抗菌性試験方法及び抗菌効果（一部試験条件変更）
納期目安 約３週間（依頼状況により変動）

※本試験では、バイオフィルムを構成する代表的な菌種「ブレブンディモナス ディミヌタ」に対する抗菌性を評価します。
　菌の増殖抑制を評価する試験であり、バイオフィルムそのものの形成を直接測定するものではありません。

【バイオフィルム形成菌の活用に向けて】
　「バイオフィルム」という視点は、繊維製品のにおいやくすみの背景を理解するとともに、
既存加工の価値をより明確に示すための新しい手がかりとなります。抗菌性・加工持続性
の裏付け、薬剤の特徴整理、仕上げ工程の比較など、加工技術を扱う現場で幅広くご活用
いただけます。評価試験の実施をご希望の場合は、最寄りの事業所または右記二次元コー
ドからお問い合わせフォームにてお知らせください。

〒111-0051 東京都台東区蔵前2-16-11　TEL：03-5830-6660　E-mail：pr-contact@nissenken.or.jp
（本部）一般財団法人ニッセンケン品質評価センター

お問い合わせ
フォーム
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日本染色協会
⃝第２回　理事会	
	 11月10日　書面開催
⃝�第２回　取引・情報委員会及び	
長繊維情報部会合同会議	
	 12月 ２日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋

⃝第３回　技術・環境対策委員会	
	 12月17日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
経済産業省
⃝第15回　産業構造審議会繊維産業小委員会	
	 11月 ４日　於　経済産業省
⃝第16回　産業構造審議会繊維産業小委員会	
	 12月 １日　於　経済産業省
日本繊維産業連盟
⃝第156回　通商問題委員会	
	 11月26日　於　Web会議
⃝常任委員会	
	 12月10日　於　野村コンファレンスプラザ日本橋
全国短繊維織物無地染工業組合
⃝第３回　企画・情報委員会	
	 11月26日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
日本経編整染工業組合
⃝令和７年度　交流会・公取説明会	
	 11月19日　於　KKRホテル金沢
日本繊維機械学会
⃝�テキスタイルカレッジ「染色加工（実務と応用）」	
「染色加工における環境配慮とSDGs」講師	
	 11月27日～ 28日　於　大阪科学技術センター
繊維学会
⃝学会誌編集委員会	
	 12月16日　於　リモート
繊維評価技術協議会
⃝「繊維製品の環境配慮設計に関する標準化」
　第２回　技術分科会	
	 12月 ９日　於　アットビジネスセンター東京駅八重洲通り
日本化学繊維協会
⃝�「繊維製品の環境配慮設計に関する標準化」	
第２回トレーサビリティ情報分科会	
	 12月15日　於　繊維会館

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社（経済産業省委託）
⃝�「令和７年度　製造業における外国人材受入れ支援事業」	
第３回　製造分野特定技能１号評価試験　有識者委員会	
	 12月 ３日　於　ハービスOSAKA

　新年明けましておめでとうございます。本年もどう
ぞよろしくお願い申し上げます。
　昨年の新語流行語大賞は初の女性総理大臣となった
高市早苗氏の「働いて働いて働いて働いて働いてまいり
ます」だったが、ノミネートした中に「二季」という言
葉があった。近年、めっきり春と秋が短くなり、気づ
けば一年の大半を「夏」と「冬」が占めている。そんな体
感を表したのがこの「二季」だ。もとはSNSで「最近は
もう二季しかない」と嘆く投稿から広まったが、その
何気ないつぶやきが四季の異変を象徴する言葉として
人々の共感を集めた。
　たしかに、ぽかぽかと心地よい春の陽気を感じた期
間は短く、５月にはもう半袖が似合う気温になってい
た。そして10月頃まで暑い日が続いていたかと思えば、
突然の寒さに冬物のコートを引っ張り出した記憶があ
る。以前のように、ゆるやかに季節が移り変わるので
はなく、極端に気温が上下するようになってきた。私
たちが子どものころに感じていた「四季の豊かさ」は懐
かしい記憶の中だけの風景になりつつある。
　この言葉が支持された理由は、ただの気候変動を言
い表しただけでなく「かつて当たり前にあったものが失
われていく寂しさ」も含んでいるからではないだろう
か。四季は日本文化と深く結びつき、折々の行事や服
装など、多くが季節の移ろいとともに成り立っていた。

「二季」という言葉は、そんな穏やかな風景が崩れかけ
ている現代への警鐘のようにも感じられる。
　私たちは、この「二季」を単なる流行語で終わらせる
こともできるし、これからの時代をどう過ごしていく
のか考え直すきっかけにもできる。後者にするのであ
れば、まずは日々の暮らしの中で少しずつでも環境へ
の負荷を減らす選択を積み重ねていくしかないだろう。

（E-mail address：gyoumu.osk@nissenkyo.or.jp）
� 一般社団法人日本染色協会　編集部

編集後記 主 要 行 事 令和₇年11月・12月

お 知 ら せお 知 ら せ

� 日本染色協会

　当協会では、会員の人材育成活動を支援するため、令和７年は下記の教育講座の受講料の一部を補助致しました。
　テキスタイルカレッジ｢染色加工｣は６社の会員企業から延べ22名の参加がございました。「JIS Z 7252及びJIS Z 
7253改正動向説明会」は１名の参加がございました。
　令和８年も人材育成の支援を継続し、更なる強化･拡大を検討致します。ご要望がございましたら下記講座以外でも
検討させて頂きます。皆様のご意見をお待ちしております。

　日本繊維機械学会主催：�テキスタイルカレッジ　染色加工（理解に役立つ科学）／（基礎）／（実務と応用）
　日本規格協会主催：「JIS Z 7252及びJIS Z 7253改正動向説明会」

教育講座の補助を実施しました
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●用紙：琵琶湖の環境保全活動を支援する寄付金付びわ湖環境ペーパー
　　　 責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
●この印刷製品は、環境に配慮した資材と工場で製造されています。P-B10238


